
事業評価

1．非常に有効であった。

2．有効であった。

3．有効とは言えない。

改善（ＡＣＴＩＯＮ）

実績額

単位：円 事業評価 意見

事業開始前
R1

増加分
R2

増加分
R3

増加分
増加分
の累計

目標値 2,338 200,000 200,000 402,338人

実績値 385,595 ▲371,330 ▲46,178 ▲31,913人

目標値 5 5 5 15件

実績値 11 ▲15 2 ▲2件

目標値 0 2 1 3件

実績値 0 3 0 3件

　　地方創生推進交付金事業の実施結果（３年目）

1,097,662人

0件

1
いわでもよいよい推進事
業　ローカルブランディン
グ計画

　市民参加によるプロジェ
クトチームを結成し、行
政・大学も参加するワーク
ショップなどを通じて、観
光地としてのイメージを統
一するため、「ブランディン
グ計画」を策定する。
　ブランディング計画策定
後は、計画に沿ったデザ
インで商品パッケージ等を
新たに検討し、商品に付
加価値を加え、根來ブラン
ドの商品として市外へプロ
モーションを行い、販売促
進を図る。
　観光客を誘客し、観光消
費を増加させるため、根来
地域を周遊できるモデル
ルートを策定し、ツアー企
画を造成、PRする。また、
周遊エリア内に点在する
観光ポイントを説明、案内
するため、ブランディング
計画を基にした看板を設
置し、観光エリアとしての
イメージの定着や魅力を
向上させる。

R3
6,031,602

（交付金充当額
3,015,801）

　前年度に引き続き、和歌
山大学観光学部教授と共
同で、市民、事業者等が参
加するプロジェクトチーム
によるワークショップを開
催し、商品開発と食のメ
ニュー開発に取り組んだ。
　商品開発については、ブ
ランディングデザインをもと
に既存の商品のパッケー
ジの改良や、学生が考案し
たクッキーの商品化を行っ
た。さらに、観光地の土産
物として人気の「ステッ
カー」に注目し、ブランディ
ングデザインに沿った根來
ステッカーのデザインを公
募し、今後、販売につなげ
ていく。
　食のメニュー開発につい
ては、前年度に考案した試
作品から試行錯誤を重ね、
根來の四季をイメージした
「根來ぱふぇ」を開発し、道
の駅「ねごろ歴史の丘」花
笑み館にて販売した。
　さらに、コロナ禍でバスツ
アー等による集団での観
光が難しくなる中、個人旅
行にも対応できるよう、ブラ
ンディングデザインを活用
した観光案内サインの設置
（１４基）や旅行会社と共同
で周辺散策マップを作成
し、個人での周遊を可能に
する仕組みを整えた。

道の駅ねごろ
歴史の丘への
年間バス立ち
寄り数

10件

　ブランディングデ
ザインを活用し、令
和３年度に公募によ
り選定したステッ
カーについては、令
和４年度中に商品
化し販売につなげ
る。
　また、ブランディン
グデザインについて
より広く事業者に活
用してもらえるよう、
デザインの周知等
に取り組み、根来地
域全体でのブラン
ディングを強化する
ことで、観光誘客を
図るとともに、市民
の郷土愛の醸成を
図る。

今後の取組

計画（ＰＬＡＮ） 実施（ＤＯ） 評価（ＣＨＥＣＫ）

Ｎｏ 事業名 事業内容 実施結果 本事業におけるＫＰＩ ・ 課題 ・ 主な事業費（単位：千円）
外部有識者からの評価

根来地域の観
光施設におけ
る入込客数

産品開発事業
者数

　今後、観光関連事業者によるブランディングデザインの自主的な
活用を求め、根来周辺観光において、デザインを浸透させる取り組
みが必要となる。

ブランディング事業　（6,032千円）

2．有効で
あった。

　新型コロナウイル
ス感染症の拡大に
伴い、団体旅行の
誘客が困難になる
なか、観光矢印サイ
ンの設置や、散策ガ
イドの作成などによ
り、誘客のターゲッ
トを個人や少人数
のグループ旅行に
絞り、市民や事業者
等の意見を反映さ
せブランド化に取り
組んだことは評価で
きる。
　今年度で事業は
終了することになる
が、本ブランディン
グデザインを一過性
のものにせず継続
的に活用し、市内外
に広く周知させるた
めの仕組みや、観
光関連事業者のサ
ポートに取り組んで
いただきたい。

課題

本事業におけるＫＰＩ

主な事業費
（単位：千円）

指標


